
ここがききたい！ 一般質問

問　

介
護
保
険
利
用
者
の
約

8
割
が
今
の
住
ま
い
で
介
護

を
受
け
た
い
と
願
っ
て
お

り
、
30
分
以
内
の
距
離
で
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

①
医
療
と
介
護
・
福
祉
が

連
携
す
る
地
域
療
養
支
援
体

制
構
築
の
検
討
の
中
身
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

②
保
健
福
祉
部
門
だ
け
で

は
な
く
、
横
断
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
市
の
総
合
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
で
は
。

答　

①
医
療
・
介
護
等
従
事

者
の
研
修
や
、
在
宅
療
養
を

円
滑
に
す
る
た
め
の
退
院
支

援
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
今
後
は
、
在
宅

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
緩

和
ケ
ア
な
ど
の
課
題
や
、
療

養
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
な

ど
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
地
域

療
養
支
援
体
制
の
30
年
度
の

構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

②
25
年
に
策
定
し
た
第
5

次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
地

域
療
養
支
援
体
制
の
整
備
や

認
知
症
施
策
の
推
進
な
ど
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
繋つ
な

が
る
事
業
を
位
置

づ
け
て
お
り
、
今
後
は
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
一
体
的
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
次
期
総

合
計
画
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
盛
り
込
む

こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

住
ま
い
、
医
療
、
介

護
、
予
防
、
生
活
支

援
の
一
体
的
提
供
を 福田 智恵

（市民連合）

問　

国
で
は
、
昨
年
8
月
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
基
本
方
針
や
当
面
の
重
点

施
策
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た

｢

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関

す
る
大
綱｣

を
発
表
し
、自
治

体
に
対
し
て
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
実
施
を
求
め
て
い
る
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
就

学
支
援
事
業
や
学
習
支
援
事

業
な
ど
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答　

子
ど
も
の
学
習
意
欲
な

ど
の
向
上
支
援
の
た
め
の
学

習
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

27
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯

に
加
え
、
生
活
困
窮
世
帯
の

中
学
生
を
対
象
に
し
、
実
施

箇
所
も
拡
充
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い

て
貧
困
や
虐
待
な
ど
、
家
庭

環
境
に
起
因
す
る
様
々
な
問

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
学

校
や
家
庭
と
福
祉
な
ど
の
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、
教
育
委
員
会
事
務
局

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
新
た
に
配
置
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
児

童
福
祉
手
当
な
ど
を
再
編

し
、
「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

手
当
」
を
創
設
す
る
ほ
か
、

民
間
と
連
携
し
た
就
労
支
援

事
業
に
お
い
て
、
窓
口
開
設

時
間
の
拡
大
や
就
業
の
た
め

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
の
充

実
な
ど
、
就

労
相
談
や
能

力
開
発
な
ど

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

今
後
の
取
り
組
み
は 舟本　肇

（自民クラブ）

問　

北
西
部
地
域
の
拠
点
で

あ
っ
た
宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
は
、
大
規

模
な
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
閉
鎖

さ
れ
、
長
年
に
渡
り
、
未
利

用
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

市
で
は
、
産
業
拠
点
に
位

置
付
け
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
近
接
す
る
立
地
特
性
な

ど
を
踏
ま
え
、
流
通
業
務
施

設
な
ど
の
土
地
利
用
の
誘
導

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
北
西
部
地
域
の

賑に
ぎ

わ
い
や
雇
用
の
創
出
に
向

け
、
こ
の
貴
重
な
土
地
が
活

用
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
地
区
の
機
能
充
実

は
、
北
西
部
地
域
の
活
性

化
、
さ
ら
に
は
、
市
全
体
の

発
展
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。
27
年
2
月
に
策

定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
ビ
ジ

ョ
ン
で
、
流
通
業
務
や
生
産

機
能
の
ほ
か
、
周
辺
の
環
境

も
勘
案
し
な
が
ら
交
流
人
口

の
増
加
に
繋つ
な

が
る
機
能
の
誘

導
を
図
る
と
し
た
。

　

現
在
、土
地
所
有
者
な
ど

と
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、市
街
化
調
整
区
域
で
あ

り
、土
地
利
用
規
制
が
あ
る
こ

と
か
ら
、地
域
の
実
情
に
応
じ

た
開
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
る
。

　

で
き
る
だ
け
早
期
に
土
地

活
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
関

係
者
と
の
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
北
西
部
地
域
の
拠
点

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

宇
都
宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
未
利
用
地
を

積
極
的
に
活
用
し
て
は 櫻井 啓一

（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
地
方
版
総

合
戦
略
の
策
定
、
東
西
基
幹
公
共

交
通
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
の
整
備
推
進
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
ほ
か
）
②
女
性

の
活
躍
推
進 

③
空
き
家
対
策

④
下
水
道
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

⑤
鳥
獣
被
害
対
策 

⑥
北
西
部
地
域

の
活
性
化
（
（
仮
称
）
石
那
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
ほ
か
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
市
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
地
方
創
生
の
鍵
と

も
な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
意
義
ほ
か
）

②
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

（
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害
防
止
策

ほ
か
）
③
子
ど
も
の
健
全
育
成
と

子
育
て
支
援 

④
宇
都
宮
ま
ち
づ
く

り
推
進
機
構
と
ふ
る
さ
と
納
税

⑤
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
対
策

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度 

②
女
性
施

策
③
子
ど
も
・
若
者
支
援 

④
宇
都

宮
の
魅
力
と
観
光 

⑤
Ｌ
Ｒ
Ｔ

⑥
宮
っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※

※スクールソーシャルワーカー…児童・生徒の問題行動等の背景に応じ、学校と福祉等の関係機関をつなぎ、解決を支援する
　　　　　　　　　　　　　　　専門家のこと。 4


